
多賀大社 万灯祭
　毎年8月3日から5日
の3日間、1万2千の提
灯が飾られ幻想的な雰
囲気に包まれます。
　8月3日に杉坂山で古
式により浄火が切り出
され、19時に一斉に灯
りが灯されます。
　多賀大社は、「お多賀
さん」の愛称で親しま
れており、生命の神様と
して多くの人々が訪れて
います。「万灯祭」は祖
先の霊をお守りされて
いる女神様に感謝を捧
げるためのお祭りとして開催されています。
場　所／多賀大社
開催日／2023年8月3日(木)～5日(土)※点灯時間19:00～21:30
交　通／多賀大社前駅から徒歩約10分
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近江鉄道グループ
にぎわいづくりDAY

「ガチャフェス」を初開催します

 電力指令研修を行いました
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　2023 年 10 月 14 日（土）に「ガチャフェス」と題して、沿線の
みなさまと当社グループが一緒になって、近江鉄道沿線のにぎ
わい創出、地域の活性化を目指します。イベント当日の近江鉄
道線では、おとな 100 円、こども（小学生以下）無料で 1 日乗り
降り自由とし、沿線各地の回遊を図ります。また、各駅前や駅周
辺でお楽しみいただけるよう、沿線のみなさまにご協力いただ
きイベント等の開催を予定しています。

　近江鉄道には変電所が４箇所（米原変電所、高宮変電所、八
日市変電所、水口変電所）あり、CTCセンター内には、４つの変電
所を遠隔で操作することができる操作卓が設置されています。
　CTCセンターで信号の取扱いをする運転指令員は、変電所を
遠隔で操作できる電力指令員を兼務しており、１年に２回電力
指令研修を行っています。
　今回は、電力指令長（電
気区長）より八日市変電所
内の各機器や設備の説明
を受け、過去の停電事例
をもとに研修を行いまし
た。施設内には22,000V
の高電圧の電気が流れて
いる箇所が複数あり、緊
張感を持ちながらの研修
となりました。
　屋外施設には、アクリル
カバーや針山タイプの鳥
害防止装置およびヘビや
小動物の侵入防止器具が
設置されている変電所も
あり、鳥類・小動物による
変電所故障を防止すると
ともに安定した電力を供
給することにより正確な列
車の運行を支えています。

ＣＴＣセンターは、列車の運転管理等を集中して行う部署です。 



　軌陸車とは、道路では自動車のように運転ができ、レール上では
鉄輪を出して走行ができる特殊車両です。
　クレーン車やダンプ車など様々な種類の軌陸車がありますが、電
気区で所有する軌陸車は、トラックの荷台にある作業台を昇降する
ことができ、電車線の保守作業などの高所作業で使用しています。
　保守作業では、主にトロリ線の摩耗状態や碍子の状態確認を行っ
ています。
　トロリ線は、変電所から送られてくる電力を電車のパンタグラフを
経由して電車のモーターに供給するための電線です。パンタグラフ
と直接接触するため、トロリ線は摩耗して少しずつすり減りやがて
断線してしまいます。そのため毎年の点検と定期的な張替えの工事

を行っています。
　碍子は、電気が流れる電線と電
柱などの支持物との間を絶縁す
るために用いています。汚損や劣
化等で碍子が破損した場合、列車
運行に影響を及ぼすため点検と
定期的な交換作業が必要です。
　この軌陸車は、踏切などから線
路内に入線でき、終電から始発ま
での限られた時間の中で、効率よ
く作業を行うことができます。ま
た、安全に作業を行うためには欠
かせない車両です。

軌陸車による
保守点検を行っています

100形車両の
全面ラッピングを実施しました

愛知川橋梁を補修しました

　愛知川駅～五箇荘駅間に架かる愛知川橋梁は、1898年に建築さ
れた鋼製9連桁および単トラス桁橋で、2008年には文化庁登録有
形文化財に登録されています。
　橋梁の長寿命化を図るため健全度調査を行い、２箇所の橋脚に
おいて補修工事を実施しました。
　橋脚は、連続した繊維シートを橋脚表面に貼り付ける工法により
補強し、長寿命化の向上を図りました。また、橋脚の洗堀防止対策と
して、ストーンブロック（平型）を設置しました。
　補修工事は、川が増水しない非出水期（10月中旬以降）に実施す
ることで、台風等による増水の影響を受けずに工事を終えることが
できました。また、施工の際
は、できる限り現状に近い色
を選び、景観に配慮した構
造としました。
　多くの鉄道施設が近代化
される中で、歴史ある施設
を維持管理し、後世に残しつ
つ、お客さまにとって安全・
安心そして快適な移動空間
となるよう努めています。

　近江鉄道で初めて100形車両の全面ラッピングを実施しました。
　ラッピングとは、車体にシールを貼ってデザインすることです。近
江鉄道では、以前から800形車両を中心に広告や「鉄道むすめ」の
キャラクターを纏った電車を運行してきました。100形車両では車両
の一部に広告を掲出していましたが、車体のすべてを覆うラッピング
は今回が初めてとなります。
　今回のラッピングは100形104号編成に、滋賀県と11市町、協会け
んぽ滋賀支部が共同で特定健康診査とがん検診を呼びかける内容
となっており、検診啓発マスコットキャラクターの「しがのハグ＆ク
ミ」が車体に描かれています。
　また、同じデザインのラッピングを施している800形810号編成
と、当面の間はどちらの編成も運行する予定ですが、今後は、810号
編成のラッピングを剥がし、新たな姿で運行する予定です。
　近江鉄道には、このほかにも様々なラッピング電車を運行してい
ますので、個性豊かな車両を楽しんでください。

左：100形 右：800形


